
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

   理事長辞任のご挨拶 
        市岡国際教育協会理事長 吉田徳夫 

 10 年に及ぶ理事長を今回辞任するに当たり、一言挨拶申

し上げます。 

 この 10年の日本社会を取り巻く変化、市岡国際教育協会

を取り巻く変化には、大きな驚きを禁じ得ません。それは、

政治経済の変化に止まらず、日本の人口の少子高齢化現象

が顕著になったこととと関連すると思われます。私が、理

事長に就任した頃は、NPO 法が成立し、ボランティア活動が

活発でした。60 歳定年制で、余力を有した方々が、目的を

持ってボランティア活動に参画される時代でした。最近は、

再雇用制度が発達し、ボランティアより就労に余力が振り

向けられている感じがいたします。こうした傾向は、今後

も続くのでしょう。また労働者派遣法の制定により、派遣

業種が拡大し、就労者の４割に達している。本来の目的か

ら逸脱した雇用形態が、若い人の雇用環境が悪化している

と思われます。 

 ボランティア活動は、命令で動く関係ではありません。

本人の自発的な意志に基づくものですが、昨今の就労環境

の悪化は。上下関係に基づく命令関係が発達し、横並びの

水平的関係が弱体化しています。ボランティア団体は、こ

うした水平的関係を維持することは当然ですが、最初に指

摘したように、もとよりボランティア活動には目的性がも

っと覚醒されなければならない状況が生まれていると思い

ます。組織に依存するのではなく、活動を牽引するパワー

がもっと必要だと思います。 

 これと同時に少子化現象は止まりません。とりもなおさ

ず、高齢者に負担がかかるという事です。団体活動を活発 

 

にするには、埋もれているパワーを引き出す必要がありま 

す。女性の活力もその一つですが、更には外国人学習者の

持つパワーを活用することだと思います。取り分け、定着

した学習者のパワーを引き出すことも検討したらよいと思

います。 

 時代と共に、ボランティア団体も変化していかなければ

いけない時代です。より多くの方々の協力で、ボランティ

ア活動が盛んになる事を願っております。 

 今後、少子化の現象は益々強まります。日本政府は移民

政策に消極的かも知れませんが、産業界は、企業内移民を

既に実施しているように思えます。直接、海外に雇用を求

める動きがあるように感じます。しかし昔から単純労働者

が移民として日本国内に入ってくる事を制限し、実習生・

研修生制度を活用する政府の方針も無理が来ると思います。

現政権は、労働力をロボット、人工知能に求めたいようで

すが、ロボット等は生産に有益かも知れませんが、なにぶ

んロボットは飯を食いません。消費をしません。日本の経

済規模は、生産だけではなく、消費も重要な要素です。ロ

ボットだけでは確実に GDP は低下します。近い将来、より

適正な移民政策が立案されるでしょう。ボランティア団体

はこうした役割を担う事を期待されると思います。 

 先輩諸氏が、外国人に日本語教育の必要性を感じ、市岡

国際教育協会が立ち上げられたのですが、今後もその必要

性は高まると思います。市岡国際教育協会が 30周年を迎え

る事ができますよう、皆さんの奮闘を期待します。 

 

   春季ボランティア研修会 

「地域日本語活動を考える」 2016 年 3 月 25 日 

    講師 御子神慶子先生「生活の漢字をかんがえる会」 

 今回のボランティア研修は通常の講義スタイルとは違い、

予め受付で番号を渡され決められた席に座った。ボランテ

ィアに通っていても別の班であったりすると中々な話す機

会がなく知らない人もいる。 
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(特定非営利活動法人)市岡国際教育協会 市岡日本語教室 

●場所 港区民センター(港区弁天 2-1-5) 

●日時 毎週金曜日午後 7時から 8時半 

e-mail:  info@ichioka-nihongo.org 
 URL: http://ichioka-nihongo.org/    phone: 080-3846-2581 

吉田理事長が辞任されました。 

吉田理事長 10 年間の長い間有難うございました。 

今後、大西新理事長へバトンタッチです。 

これからも市岡日本語教室よろしくお願いします。 



 まずは自己紹介。「私のアピールポイント」「どうして日

本語ボランティアを始めようと思ったか」「今日の目標は何

ですか」という 3 つ話す柱をいただき 4 人で囲んだ席で自

己紹介をした。アピールする内容は思い浮かびにくいが、

課題なので何とかひねり出す。中では「どうして日本語ボ

ランティアを始めようと思ったか」は個人個人思いがある

と思うが、“日本語を改めて見直すきっかけになる”などが

多いのではないだろうか 

 自己紹介の後は、小さな

紙に一言ずつ「地域日本語

教室でできること」を思い

つく限り思いのままに書き

出すという課題。各々10枚

近く書き出したものを並べ、

大事だと思われる内容の順

位をグループでつけていった。 

 私の班は、オーソドックスに“会話”が 1 位となった。

様々な楽しみ、面白味があるのだが“会話”がベースだろ

う。他には“異文化交流”や“学習者の生活のサポート” な

ど。 

 “学習者の生活のサポート”と出したのは、一人暮らし

の学習者のポストに入るマンションの連絡事項が書かれた

ものの理解であった。マンションに共通で入る工事の連絡

事項やその希望日を提出する内容についていまひとつ理解

しづらかったところ、学習者が教室に持ってきて質問した

こと。また、廃品回収のビラの内容を説明した経験からだ。

ほかのグループには“ボランティアも学習者も癒される”

なんて内容も聞こえました。 

 大きく違う考えが出るわけではなく、それでも日本語を

媒体として話した結果がグループごとどんな結果か気にな

った。そうして正解はないのだが話し合う機会、時間はと

ても楽しいものでした。 

               5 班 吉岡奈穂子さん 

 

オープンクラスにはじめて参加して 

                2016 年 3月 18 日 

 昨年の１０月２３日にはじめて日本語教室に見学者とし

て参加させていただきました。 
 初めてのことゆえ、知らない人やめずらしいことばかり

で不安はありましたが、根っからの好奇心により、なれる

のにそんなに時間はかかりませんでした。ボランティアの

皆さんや学習者さんのおかげでよくわからないなりにも楽

しい時間を過ごさせていただきました。 
 他のボランティアさんとも親しくさせていただけるよう

になってきた頃の翌年３月１８日に「オープンクラス」が

開催されました。 
その日は学習者の皆さんとゲームをするというものです

が、いったいなにをするのやらと、早めに会場に入り様子

をみていましたが、椅子がならべてあるばかりで何のこと

やらよくわかりません。やがて、開始の時間になると色別

に分かれたチームが作られ対抗戦が始まりました。司会者

の軽妙な進行で「椅子取り」ゲームなど楽しいゲームがく

りひろげられまし

た。なかでも参加

者の皆さんが盛り

上がったのが「か

るたとり」ゲーム。

学習者の皆さんの

みの参加ですがボ

ランティアも応援に回り白熱したゲームになりました。な

かには読み手が読み始めたとたんにカードをとるつわもの

も。日本語が上手な学習者さんに驚きました。今は教える

側になっていますが、ついこの間までは学習者として英会

話レッスンを長年受けてきましたが、いまだに上手とは言

われたことのない程度にしか話せません。これからは日本

語に磨きをかけることにいたしましょう。 
 オープンクラスでは国境を越え

て、人々がつどい日本のゲームに興

じる光景はほのぼのとして、平和を

実感するひとときでした。このとき

こそ僕が望んでいた国際交流のワ

ンシーンなのです。 
市岡日本語教室での活動は僕の

人生の１ページをしっかりと飾ってくれることと思います。 
 「オープンクラス」、何度でもやりたいプログラムですね。 
                 5 班 西口 勝さん 

 

     新人ボランティアさん    
 4 月から新人ボランティアとして参加させていただきも

うすぐ 1 ヶ月になります。初めは緊張の連続で何を話せば

いいのかわかりませんでしたが、学習

者の方の日本語を勉強したいという純

粋な心に触れ、私の方が逆にエネルギ

ーをいただいてるような気持ちになり

ました。 

 日本にいながら日本のことをわかっていなかったと、気

づかされることもたくさんあります。知らない人の中に飛

び込むのは勇気がいりますが、その分たくさんの方の人生

に触れることができ、心から感謝しています。 

 この日本語教室には、たくさんの出逢いがあります。ボ

ランティア同士、学習者同士、ボランティアと学習者、こ

の様々な出逢いを大切にこれからも頑張っていきます。 

                 5 班 中原妙子さん 

 

 新入生を募集中です。 
 学習者の皆さんも、お友達を誘

ってご参加ください。 

 

 毎週金曜日のよる７時から 8 時

30 分に港区民センターの 2階で行

っています。 

 

 日程はホームページで確認してください。   


